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今月の市民

人口／63,246人（-228) 

男／29,642人（-15の 女／33,604人（一78) 

世帯数／24,417世帯（一22) 
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選
証
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付

与
 

五
所
川
原
市
市
議
会
議
員
 

四
月
一
日
、
市
議
会
議
員
の
欠
員

に
つ
い
て
選
挙
会
が
開
催
さ
れ
、
片

山
英
幸
氏
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

か
た
 
や
ま
 
ひ
で
 
ゆき
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市
の
都
萌書
熱
何
 

5
郵
倒
局
で業
務
慈
開婚
 

証
明
書
交

付
事
務
取
扱
開

始
式
 

皿成
十
六
年
の
「
ドラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」
、
 

十
八
年
の
 
「
桃
太郎
電
鉄
」
 
に続
き
、
 

今
年
の
夏
の
「
五所
川
原
立
侵
武
多
」
 

に
人
気
ァ
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
 
「
機

動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
 
が出
陣
し
ま
す
。
 

三
月
二
十
八
日
、
今
回
の
製
作
を

主
催
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ホ
ビ

ー
 

が
融
合
した
イ
ベ
ン
トを
開
催
す
る
「
キ

了
フ
ホ
ビN
o
o
7」
実
行
委員
会
（
山

口
英
生
事
務
局
長
）
が
市
長
を
訪
れ
、
 

「
迫力
あ
る
姿
で
大
反
響
を
呼
ん
で

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
 

高
さ
約
十
一
冒
、
重
さ
約
ー
ブ
。
 

立
侵
武
多
の
館
で
三
上
敦
行
さ
ん
が

製
作
。
七
月
末
に
完
成
予
定
。
八
月
 

四
日
5
八
日
の
運
行
。
八
月
十
八
日
 

・無所属・農業 

・川山字森内 
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五
所
川
原
地
区
の
七
和
、
長
橋
、
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詰
、
三
好
、
毘
沙
門
、
梅
沢
の
 

r
h」
乞l
g
く
ミ

E
ミ
乏

」
 
六
支
所
は
、行
政
組
織
機構
の
簡
素
・

平
成
十
四
年
か
ら
三
年
運
行
さ
れ
た
 
効
率
化
に
よ
り
昨
年
度
末
で
閉
鎖

立
侵
武
多
「
白神
」
の
面
がJ
R
五
所
 
さ
れ
、
各
地
域
の
住
民
協
議
会
に
 

、
十
九
日
の
イ
ベ
ン
ト
 「
キ
ャラ
ホ

ビ
2
0
0
7
」
 
で幕
張
メ
ッ
セ
を
会

場
に
展
示
。
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川
原
駅
の
ホ
ー
ム
に
設置
さ
れ
ま
し
た
。
 よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
 

運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
支
所
 

で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
た
住
民
票
、
 

戸
籍
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

群
 
業
務
は
、
七
和
、
長
橋
、
飯
詰
、
三
好
、
 

廿
」
 
験
一
 

梅
沢
の
五
地
域
の
特
定
郵
便
局
に
委
 

、
ぶ
『一
菅

肋
 

m
一一

i四
月
一
百
に
は飯
詰
郵
便局
で
証
 

ー
レ
（
 

一
 
明書
交
付
事
務
取扱
開
始
式
が
行
わ
れ
、
 

プ
ュー
 
日
本

郵
政
公
社
東
北
支
社
企
画
部
の
 

＋
二
』
 一
‘
り
‘
、J
 

佐
藤
秀
穂
部
長
が
「個
人
情
報
の
保
護
、
 
 

管
理
、
法
令
遵
守
を
徹
底
し
た
万
全

の
体
制
で
、
安
心
・
安
全

・
信
頼
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」
と
述
べ
、
 

ま
た
、
平
山
市
長
が

「
連携
を
と
り

な
が
ら
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
佐
藤
部
長
と
平
山
市
長
が

協
定
書
を
交
わ
し
て
握
手
し
、
テ

ー
 

プ
カ
ッ
ト
を
し
て
業
務
開
始
を
祝
い

ま
し
た
。
 



観
光

に
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写
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ネ
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を
寄
贈
 

二
一
 
青

森
銀
行
金
木
支
店
 

二 

「
火
の
用
心
」
の
 

の
ぼ
り
旗
を
寄
贈
 

●
 

‘
 
'
 

全
労
災

青
森
県

本
部
 

』
 
」
 
‘
 

し
ま
し
た
。
 

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

の
歴
史
に
関
す
る
部

分
は
岩
崎
繁
芳
さ
ん
 

(l
R町
）
と
木村
治
利

さ
ん
（
嘉
瀬
）
が
、観

光
部
分
に
つ
い
て
は

市
観
光
協
会
と
市
が

主
と
し
て
編
集
し
ま

し
た
。
 

一
 

一
 市

内
の
三
カ
所
の
図
書
館
で
、
 

一
般
の
方
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

五
所
朋
原
前
の
歴勇
と
観
光
を
 

ま
と
め
た
テ
キス
ト
ブ
ック
が
 

完
成
葛
ま
した
 

三
月
二
十
九
日
、
五
所
川
原
市
観
 
光

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
講
座
で
も

光
協
会
の
寺
田
春

一
会
長
が
市
役
所
 
活

用
さ
れ
ま
す
。
 

を
訪
れ
、
五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
 
寺
田
会
長
は

「
市
町村
合
併
で
観

議
会
（
会
長
・
平
山
誠
敏
市
長
）
か
 

光
資
源
が
つ
な
が
り
、
価
値
も
更
に

ら
委
託
を
受
け
製
作
し
た
 
「五
所
川
 
高

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
ブ

原
市
の
歴
史
と
観
光
の
テ
キ
ス
ト
ブ
 
ッ

ク
で
市
全
域
に
つ
い
て
勉
強
で
き
、
 

ッ
ク
」
 の
完
成
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
れ
ま
す
」
 

こ
の
冊
子
は
当
市
内
で
観
光
産
業
に
 

と
説
明
。
市
長
は
 「
こ
の
一
冊
で
多

従
事
す
る
方
を
対
象
と
し
て
作
ら
れ
、
 く
の
知
識
が
得
ら
れ
、
当
市
の
豊
か

五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
議
会
e
観
 
な

観
光
資
源
を
生
か
せ
ま
す
」
と
話
 

旧
金
木
銀
行
の
創
業
か

ら
百
十
周
年
を
迎
え
る
青

森
銀
行
金
木
支
店

（
木村

滋
支
店
長
）
は
四
月
四
日
、
 

地
域
活
性
化
活
動
の
一
環

と
し
て
観
光
P
R
用
写
真

パ
ネ
ル
十
枚
を
金
木
商
工

会
へ
寄
贈
し
、
駐
車
場
の
フ
エ
ン
ス
を
設
置
場
所
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
 

駐
車
場
は
斜
陽
館
と
津
軽
11
1味線
会
館
の
間
に
あ
り
、
観
光
物
産
館
マ

デ
ィ
ニ
ー
に
も
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
観
光
施
設
を
移
動
す
る
観
光

客
の
“メ
イ
ン
ロ
ー
ド
】
に
写
真
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

贈
呈
に
あ
た
り
青
森
銀
行
常
務
取締
役
の
馬
場
守
常
務
取
締
役
は
「
行

員
の
地
域
貢
献
（
の
熱
意
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
。
地
域
活
性
化
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
、
金
木
商
工
会
の
今
誠
康
会
長
は
「
誘客
効
果

が
あ
り
、
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

パ
ネ
ル
は
斜
陽館
な
ど
を
運
営
す
る
N
P
o
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部
の

職
員
が
仁
太
坊
や
芦
野
公
園
の
桜
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
今
後
定
期

的
に
差
し
替
え
ら
れ
、
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
力
と
な
り
ま
す
。
 

三
月
二
十
九
日
、
全
労
災
青
森
県
本
部
は
五

所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
五
所
川
原
消
防
署

で
 「
火
の
用
心
」
 
の
ぼり
旗
百
六
十
本
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
の
ぼ
り
旗
は
五
所
川
原
市
、
板
柳
町
、
 

中
泊
町
の
消
防
事
務
組
合
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
 

四
月
九
日
か
ら
の
春
の
火
災
予
防
運
動
中
、
路

上
に
差
し
立
て
ら
れ
、防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

善
意の
花
か
ご
 

ー
どう
も
あり
がと
ー
つ
ご
ざ
い
きし
た
、
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
連
合
婦
人
会金
木
支
部
金
木
地
 

区
婦
人
会
（
佐
々
木
八
重
会
長
）
H
一
万
円
。
 

〇
美
照
流
秀
純
会
（
吉
岡浩
会
長
）
H
三
万
八
 

千
七
百
三
十
五
円
。
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中 川 山 藤森竹太郎 旭ケ丘 1区 北沢 清一 西岩見町 今 	智夫 脇 元 地 区 

下 川 山 藤森 作男 旭ケ丘 2 区 菊池 大介 東岩見町 木立 武雄 磯 	松 和嶋 隆義 

沖 飯 詰 石谷 一元 旭ケ丘 3区 台丸谷義魔 林 	町 今 清比古 磯 	松 田中 義仁 

桜 	田 笠井 	一 大東ケ丘 高橋 セコ 野 	崎 佐藤 政一 磯 	松 新岡 恒雄 

中 舘山 	利 雲雀ケ丘団地 塚本 孝哉 北 本 町 米谷 昭雄 磯 	松 村元 則美 

種 	井 舘山 一幸 第 2 金木団地 北川 利雄 喜良市下派立 佐藤 藤義 磯 	松 藤田 	斉 

田 奈良 孝男 芦野団地 1 区 西村 正男 喜良市上派立 大橋 久雄 磯 	松 伊南 忠雄 

毘沙門・ 長富地区 芦野団地 2 区 成田 善蔵 南 本 町 長尾 亮三 磯 	松 新岡 孝人 

毘 沙 門 佐藤 粕美 朝 日 団地 尾野 昭子 上 柏 木 今 健一 磯 	松 葛西 三郎 

毘 沙 門 杉山 武規 蒔田・神原 ・藤枝地区 下 柏 木 中村 利宗 上 脇 元 葛西 武和 

旭・ 新 田 山口 一文 上 蒔 田 川口八重子 下 	町 今 勝贋 上 脇 元 竹谷 博則 

中 	崎 成田 啓子 下 蒔 田 徳田 政雄 喜良市井 ~端町 今 雄一郎 上 脇 元 秋田 文雄 

共 	栄 山口 義直 神 	原 前 III 清明 双 葉 町 今 哲五郎 上 脇 元 笹山カッ子 

中野・川端 杉山 伸彦 上 藤 枝 小山内正ー 相 内 地 区 上 脇 元 成田 節代 

上 長 富 増田 光信 中 藤 枝 工藤 鉄男 相内第 1 鎌田 好贋 上 脇 元 小田桐恭一 

東 長 富 高橋 昭雄 下 藤 枝 工藤 金光 相内第 1 大性 ー徳 上 脇 元 竹谷ョシエ 

中 長 富 笠井 義吉 川 倉 地 区 相内第 1 秋田谷に象 下 脇 元 工藤 愛子 

下 長 富 小野 君夫 湯 の 川 山内 良幸 相内第 1 三和 琢磨 下 脇 元 石岡のり子 

金 木 地 区 林 	下 泉谷 義昭 相内第 1 三浦 正男 下 脇 元 桑野 邦夫 

本 	町 高橋 文彦 向 	道 其田 寿義 相内第 1 寺谷 	武 下 脇 元 山田 	1 

ニ 

栄町 1 区 中
谷
 
宏
 

女 	坂 浅利 	勇 相内第 1 佐藤 弘文 下 脇 元 山田 哲哉 

栄町 2 区 菊池 純一 上宇田野 1区 中谷 道子 相内第 1 安保 圭造 下 脇 元 成田 茂責 

田 	町 三上 賢ー 上宇田野 2 区 中谷 	稔 相内第 2 中村のり子 下 脇 元 菖谷 孝子 

南 新 町 山形 俊彦 下宇田野 1 区 泉谷 武美 相内第 2 武田美保子 下 脇 元 斉藤 	章 

上山道町 茂木 君枝 下宇田野 2 区 其田 勝代 相内第 2 白3' ~ 静子 -1 ト 三 地 区 

駅裏団地 中谷 勝治 嘉 瀬 地 区 相内第 2 木津谷喜八郎 仲 の 町 中井 育二 

中山道町 1 区 大槻 利子 雲雀野団地 野呂衛佐務 相内第 2 岡本うめ子 仲 の 町 漬田りく子 
中山道町 2 区 長尾 久雄 東 	町 松川 君春 相内第 2 柏谷マッエ 仲 の 町 相川えみ子 
下山道町 小野 元靖 上司 ト栗崎 松川 秀満 相内第 3 佐藤 悦男 仲 の 町 三上 久恵 

美晴町 1 区 木村 武則 中月 ト栗崎 松川 平昭 相内第 3 山内 守築 仲 の 町 亀琵 幸美 

美晴町 2 区 沢田 	実 下司 ト栗崎 伊藤 満男 相内第 3 奈良っみ江 仲 の 町 加納美香子 

昭和町 1 区 土岐 毒治 上 派 立 沢田 清貴 相内第 3 米谷 由一 山 	子 木村 弘伸 

昭和町 2 区 阿部 正一 中 派 立 伊藤 好子 相内第 3 佐々木守治 山 	子 本荘 	勉 

神明町 1区 斎藤 直好 下 派 立 神島 俊治 相内第 3 成田 清正 山 	子 浜田 三郎 

神明町 2 区 諏訪 節子 上 新 町 阿部 良一 相内第 3 三和 克一 山 	子 宮崎 竹次 

朝日町 1 区 秋谷 孝子 下 新 町 今 	兼春 相内北町 岩間 	茂 山 	子 高橋 雅子 

北 新 町 封馬 央丈 上昭和町 山中 則男 相内北町 三和 徳衛 山 	子 浜田喜美子 

小川 I 町 1 区 長利‘キミ 下昭和町 今 	正志 相内北町 三和タミエ 山 	子 越野 勝美 

小川 【町 2 区 伏見 久光 嘉瀬本町 岩村 	治 相内北町 安保サッミ 山 	子 若山 道晴 

米 	町 松江千1 代毒 冷 	水 津田 修治 相内北町 野呂 清三 十三ま ち 相川 忠利 

ル  I 	端 	町 塚本 文一 車
 
町
 

黒川 ッル 相内北町 三和 善策 十三ま ち 松木 芳子 

寺 	町 藤元 昭造 畑 	中 斉藤 義正 相内北町 白川 槙子 十三ま ち 相坂 義雄 

東芦野町 小林 勝美 後 	町 山中 幸春 相内北町 高オ ド 洗二 十三ま ち 本荘 	正 

西芦野町 中野 一三 上 古 町 毛内 英文 桂 越野 清志 十三ま ち 中居 松男 
浦 	町 石戸谷富雄 下 古 町 鳴海 彦一 桂 秋田谷重蔵 十三ま ち 有馬 正年 
新 富 町 成田 隆博 新 誠 町 秋元 梶美 太 	田 下洋 関一 十三ま ち 本荘 珍雄 
若松町 1 区 白川ヒサエ 新堤町 1 区 吉崎キミエ 太 	田 青山 	喬 十三ま ち 本荘 一雄 
若松町 2 区 福井 彬二 新堤町 2 区 山中志津子 太 	田 奈良美智子 十三ま ち 米谷 寛子 
若松町 3区 其田 弦瑞 上鍛冶町 田中 イエ 太 	田 奈良千加子 
若松町 4 区 菅原 良子 下鍛冶町 木下 寛人 太 	田 長利 睦子 

見 崎 町 成田 幸則 上中柏木 原田 ョソ 太 	田 古川 芳照 
三 軒 町 金本 正土 下中柏木 原田 幹治 太 	田 山本 正高 

上 沢 部 白3" 	信一 喜良甘 旨地区 太 	田 青山 	香 

下 沢 部 角田 豊樹 更生部落 加藤 康博 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 4月 15日 4 



行政連絡員は、市広報や市からのチラシなどを配達します。広報をほしい方は、お近く

の行政連絡員にこ相談ください。 

任期（期間）平成 19年4月 1日～平成 21年3月 31日） 	 平成 19年4月1日現在（敬手 

五所川』 豆北地区 田町・栄町 長内忠次郎 みどり町2丁目 藤森 茂責 漆 工藤 政二 

町 	名 氏 	名 田町・栄町 須郷 定一 みどり町3丁目 藤田 幸子 漆 渋谷 哲蔵 

寺町・岩木町 松本 武雄 千 	鳥 白川 重治 みどり町4丁目 佐藤 	勇 東 松 島 加藤 竜次 

小 	曲 大久保忠彦 ノ、、 	重 	菊 三上 きり みどり町5丁目 松橋ゆかり 太 刀 打 山形 隆一 

沼 	田 金田 靖子 はるにれ町 H『
 
ト
笠
原
 
勲
 

みどり町6丁目 中村 和子 桃 	崎 工藤 清信 

錦 	町 上見 勝行 湊 団 地 平山 	誠 みどり町7丁目 赤城 幸雄 尻 新谷 良昭 

若葉市営住宅 成田 敏子 鳥 	森 米谷斗 ト代治 みどり町8丁目 甲嶋 好勝 ー 野 坪 島谷 修一 

西 若 葉 坂本 恵子 鎌 谷 町 竹谷 とく 虫 	流 畠山 三郎 石 	畑 対馬 正三 

蘇 	鉄 工藤 一二 鎌 谷 町 猪ノ口哲子 南 虫 流 柳本 芳子 前 	落 山内 竹正 

エヴアーランド蘇鉄 渋谷 秀範 一 ッ 谷 伊南 裕康 ひがし光ケ丘 上田ゆかり 中 	村 小野 忠治 

ニュータウン新宮 佐藤ゆり子 一 ッ 谷 木村 静逸 梅 沢 地 区 馬 	性 対馬 昭夫 

若 葉 苑 伊藤不二男 一ッ谷団地 高橋 	優 梅 	田 前田 条司 野崎・金山 三上 秀幸 

若葉県営住宅 戸
叫
 
ト
野
 
っ
象
 

田 園 町 大沢 拓三 梅 	田 竹谷 英利 田 	中 福井 	隆 

新 宮 町 松本 一雄 松島町5丁目 寺田 日法 梅 	田 福士 松雄 悪 	戸 高橋 義正 

新 宮 町 原 久美夫 松島町1丁目 佐藤 睦子 中 	泉 神 宮 	田 渋谷 文男 

若葉第一 神 	雅宏 松島町7丁目 三浦 孝」 回 中
 
泉
 

神 	政美 川 代 田 エ藤 満男 

若葉第二 三上 鉄春 松島町2・3丁目 演田 行雄 長 橋 地 区 米 	田 対馬勝四郎 

十 	jIl 「 	町 桑村 勇雄 青 葉 町 小●桐龍作 浅 井 町 神山 	勲 二 本 柳 中田 尚志 

下平井町 磯辺 光子 松島町8丁目 岩測 金正 福 	山 土岐 敬一 飯 詰 地 区 

下平井町 木村嘉四雄 松島町6丁目 白川 久夫 福 	山 小田桐裕幸 坂 ノ 上 奈良 	一 

さっ き 町 野上 修三 松島町4丁目 千葉 輿市 杉 派 立 中村 裕二 南 	新 長峰喜八郎 

敷 島 町 清野 徹孝 栄 割 也 区 野 	里 須藤 輝一 北 	新 坂本 俊一 

雛 	田 平山 昭三 湊 平山 弥助 神 	山 松野久三郎 新町・大町 中村 孝一 

東 雲 町 蝦名 麗子 湊 荒谷 嘉雄 松 野 木 長尾 	充 伝助町・下町 中谷比瑳夫 

旭 	町 一戸 麗子 湊 葛西 	清 福 	岡 工藤 	登 大 正 町 白取 	誠 

東 	町 木村 一麿 姥 	落 木村 茂夫 若 	山 間山武四郎 大 日 町 木村 哲雄 

布 屋 町 角田 	保 マイタウン船橋 今 寿美子 石 田 坂 斎藤 修一 中下・南下 岩田 文幸 

弥 生 町 小野 潤子 第一船橋 岩崎 康子 戸 	沢 斉藤 晴夫 長 	坂 和田 清俊 

大 	町 小林 康男 猫 	測 岩測 大幹 豊 	成 工藤とき象 曙 	町 岡田 佑子 

上平井町 気田 	全 三 ッ 谷 岩測 富雄 七 和 地 区 興隆・朝日 小田桐 司 

平 井 町 津川 武雄 稲 	実 加藤 定夫 高 	野 福士 憲逸 下 岩 崎 其田 	茂 

中平井町 小山さえ子 稲 	実 加藤 光宣 高 	野 福士 	茂 五本松・北下派立 中谷員瑳夫 

幾 島 町 佐野 	盟 稲実団地 山田 富夫 高 	野 葛西 松雄 下 	村 田中 俊雄 

柏 原 町 境 	勇造 稲実団地 大村 直義 前田野目 今 	一雄 上町・寺町 中谷 兼光 

末 広 町 田透 一美 柳 	沼 工藤 昭一 前田野目 斉藤1 に右衛門 三 好 地 区 

五所川属 i南地区 米 	崎 工藤美智子 持 子 沢 三上 行紀 鶴 ケ 岡 長尾 義勝 

川 端 町 毛内 政ー 広 	田 工藤 忠市 羽野木沢 阿部 兼夫 鶴 ケ 岡 桜庭 林造 

本 	町 葛西 昭雄 広 	田 葛西 松男 原 	子 柳原久三郎 鶴 ケ 岡 津田 	進 

新 	町 封馬 昭文 藤浦団地 相馬満里子 原 	子 雨森 英二 上 藻 川 太田 辰男 

元 	町 毛利 友子 光 ケ 丘 須藤 博幸 俵 	元 三上 勝則 下 藻 川 ―戸 慶喜 

第二柳町 葛西 正明 みなみ広田 石山 義男 松 島 地 区 下 藻 川 竹谷 	繁 

第一柳町 赤平 裕子 広 	平 山形 	功 吹 	畑 木右 「泰造 下 藻 川 高橋 竹造 

成 田 町 蒔田 光明 七 ッ 館 鳴海美恵子 唐 笠 柳 山口 雅彦 高 	瀬 三浦 光昭 

平 和 町 秋田 善七 七 ッ 館 角田 直作 石 	岡 一戸喜三郎 福 	井 小笠原育子 
平 和 町 片山キリ子 雇用’ 促進住宅 新谷由美子 水 野 尾 小田桐秀寿 中 J 	地 区 
日の出町‘不魚住 高橋 光男 みどり町1・2丁目 長内 武子 水 野 尾 高橋 重ル 外崎 清一 

5 平成 19年4月 15日 五所川原市役所 B35- 2111 

平成 19年4月1日現在（敬称略） 
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平成 19年 4 月 15日 五所川原市役所 公351 2111 

移
動
年
金
相
談
の
ご
案
内
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
1
5
21
3
 

厚
生
年
金
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
 

平
成
1
9年
度
か
ら
完
全
予
約
制
の
相
談

と
な
り
ま
す
。
予
約
、
お
問
合
せ
は
、
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
皿
o
l
7
2
 

(2
7)
1
3
09
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

●

実
施
日
（
全て
水
曜
日
）
 
5
月
2
3日
、
 

6
月
2
7日
、
7
月
2
5日
、
8
月
2
2日
、
 

9
月
2
6日
、
1
0月
2
4日
、
1
1月
2
8日
、
 

1
2月
1
9日
、
2
0年
1
月
2
3日
、
2
 

月
2
7日
 
各
回
時
間
1
0時

、
1
5時

※
4
月
、
2
0年
3
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

◇
会
場
 
五
所
川
原
商
工
会
館
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
年
金
手
帳
、
年
金

証
書
（
配
偶
者
の
も
の
を
含
む
）
、
 

身
分
証
明
書
 

◆
現
在
、
リ
ウ
マ
チ
科
の
外
来
診
療
は

整
形
外
科
外
来
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
 

4
月
中
旬
（
予
定
）
か
ら
は
B
棟
3
 

階

（
内視
鏡
検
査
室
の
向
か
い
）
の

診
察
室
で
診
療
を
行
い
ま
す
。
 

◆
入
院
患
者
様
へ
の
面
会
時
間
は
、
以

前
ょ
り

一
般
病
棟
が

1
4時

ー
1
9時
、
 

精
神
病
棟
が

9
時
3
0分

5
1
6時
と
 
 な

っ
て
い
ま
す
。
面
会
で
ご
来
院
の
方

は
、
各
病
棟
の
看
護
師
に
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
面
会
の
前
後
に
は
、
流
水
と

石
け
ん
で
手
洗
い
を
十
分
に
行
っ
て
く
 

だ
さ
い
。
 

1

Jー
ー
 

 

一
 

家
庭
福
祉
課
障
害
福
祉
係
一

袋
か

ら
の
お
知
ら
せ
一
 

「
抽
列引
H
？
」
事
業
 

内
線

2
4
4
 

市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

に
対
し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 
市
内
に
居
住
す
る
在
宅
の

重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
の
方
及
び
愛
護
手
帳
A
の
方
）
。
 

た
だ
し
、
障
害
に
よ
る
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。
 

◇
申
請
期
間
 

4
月
1
5日
回
s
5
月
1
4日
側
 

※
今
年
度
よ
り
、
申
請
期
間
以
降
に
申

請
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
の
あ
っ
た

月
か
ら
の
利
用
券
（
ひ
と
月
当
た
り
 

2
枚
）
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
身
体
障
生
暑
手
帳
 

（
愛
護
手
帳）
、
印
鑑
 

◇
申
請
先
 
家
庭
福
祉
課
障
害
福
祉
係

金
木
総
合
支
所
福
祉
係
 

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

「声
の
広
報
」
事
業
 

内
線
2
4
2
 

市
で
は
、
視
覚
障
害
1
級
ま
た
は
2
 

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
と
し
た

「
声
の広
報
」
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
2
回
発
行

さ
れ
る
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
を
朗
読
し
、
 

テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
を
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
に
郵
送
す
る
も
の
で
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
無
料
で
す
。
 

ま
た
、
声
の
広
報
を
朗
読
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方

や
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
家
庭
福
祉
課

障
害
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

一
「
平成
1
9年
能
登
半
島
 

地
震
義
援
金
」の
受
付
 

保
護
福
祉
課
 
内
線2
9
0
 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
次
の
と
お
り

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
 

郵
便
局
窓
口
で
の
取
扱
い
の
場
合
は
、
 

振
替
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

平
成
1
9年
能
登
半
島
地
震
義
援
金

募
集
期
間
1
9
月
2
8日
圏
ま
で

口
座
名
義
 
日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支

部
、
番
号
 
0
0
7
8
01
1
1
3
 

※
通
信
欄
に

「
平
成1
9年
能
登
半
島
地

震
義
援
金
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

4
月
1
日
か
ら
金
木
保
育
所
が
開
設

し
ま
し
た
。
旧
金
木
町
の
第
1
5
4
保

育
所
を
統
合
し
、
旧
川
倉
小
学
校
の
校

舎
を
増
改
築
し
て
近
代
的
な
中
に
木
の

温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
保
育
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
 

活
力
あ
る
・
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か

な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
行
政
改
革
の

実
践
計
画
で
あ
る
五
所
川
原
市
集
中
改

革
プ
ラ
ン
は
、
毎
年
度
見
直
し
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
平
成
1
9年
度
に
お
い

て
も
改
訂
版
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
が
出
資
す
る
団
体
で
あ
る

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
そ
の
関

わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る

た
め
、
六
つ
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
し
 
 て

見
直
し
指
針
及
び
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
改
訂
版
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
指
針
及
び
計
画
を

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
 

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
 

4
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
に
供

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

団
地
名
…
は
る
に
れ
住
宅
団
地
 

現
地
相
談
会
…
4
月
2
2日
回
、
2
8日
田
 

1
0時

、
1
6時
 

は
る
に
れ
団
地

（
現
地テ
ン
ト
）
 

総
務
課
 
内
線
4
0
7
 

 

ラ
ン
を
改
定
し
ま
し
た
 

五
所
川
原
市
集
中
改
革
プ
 

名 	称 五所川原市金木保育所 

位 	置 金木町川倉七タ野 84-66 
開設月日 平成 19 年 4 月 1日 

設置主体 五所川原市 

敷地面積 10.832 rr 
建面積 2.051 n 
構 	造 木造平屋建 

定 	員 200 名 

開所時間 7 時～ 19時 

その他 地域子育て支援センター設置 

分譲区画数 73 

土地面積 221 m (66.8 坪 ) - 	401 n (121.4 坪 ) 

土地価格 584 万円～ 972 万円 

申込受付 

8 時 30 分～ 17 時（土・日・祝日除く） 
① 1区画に申込み 2 件以上の場合・・・4 月 

23 日～ 27 日に抽選で購入者を決定
②抽選日の翌日以降に空区画がある場合

一・・申込み順に購入者を決定 

受付場所 
五所川原市建築住宅課、または青森県住
宅供給公社住宅部住宅企画課 

.
 
.
 



楽
し
い
大
菊
作
り

会
員
募
集
 

五
所
川
原
菊
花
会
d
 

●
 

m
(3
4)2
o
o
5
 
山
形
 

第
巧
回
 
春
の
山
野
草
展
 

皿
（3
5)6
9
8
0
 
蒔
苗
 

五
所
川
原
市
朝
市
の
会
 

m
(3
5)7
7
3
o
 店
 

m
(3
5)
8
8
57
 
自
宅
 

菊
作
り
の
愛
好
会
です
。
入
会
希
望

の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

活
動
 
週
に
一
度
程
 

◇
対
象
 
男
女
年
齢
問
い
ま
せ
ん
 

ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
 

ペ
タ
ン
ク
愛
好
者
募
集
 

皿
（3
5)8
1
4
9
 
浜
田
 

ボ
ー
ル
を
標
的
め
が
け
て
投
げ
、
得

点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
無
料
。
 

●

5
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
 
1
05
1
2時
 

（
雨
天
、祝
祭
日
は
休
み
）
 

松
島
町
中
央
公
園
 

※
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

「
太
宰
も
見
た
引
】
聴
い
た

引

津
軽
の
唯

子
っ
こ
育
成
事
業
」
 

参
加
者
募

集
 

五
所
川
原
地
区
「あ
し
ゆま
る
広
場
」
 

m
(3
4)0
1
3
2
 角
田
 

平
成
1
9年
度
む
つ
小
川
原
地
域
・
産

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
に
よ

り
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
掘
り
起
こ

し
市
内
観
光
施
設
へ
の
集
客
増
加
を
図

イ
 
る
た
め
、
 
「
太宰
治
・
津
軽
11
1味線

・
 

立
侵
武
多
」
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
探

し
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

5
月
9
日
困
 
太
宰
治
の
幼
少
時
代
 

2
3日
困
 
太
宰
と
五
所
川
原
 

講
師
／
金
木
太
宰
会
名
誉
会
長
・
 

木
下
 
巽
氏
 

●

5
月
1
6日
困
太
宰
と
津
軽
三
味
線
 

3
0日
困
ね
ぷ
た
灘
子
と
津
軽
三
味
線

講
師
／
日
本
民
謡
文
化
振
興
協
会
 

名
誉
教
授
・
大
像
和
雄
氏

◇
会
場
 
立
侵
武
多
の
館
4
階
練
習
室
 

（
時間
1
8時
3
0分

5
2
0時
3
0分
）
 

◇
対
象
 
ど
な
た
で
も
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
4
月
2
8日
田
先
着
3
0名
 

木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
 

初
心
者
大
歓
迎
 
会
員
募
集
 

し
う
ら
ク
ラ
フ
ト

愛
好
会
 

m
(6
2)2
4
1
0
 火
・木
曜
日
の
み

皿
（6
2)3
4
7
3
 火

・
木
曜
日
以
外
 

地
場
産
品
の
ひ
ば
等
を
使
っ
て
オ
リ
 

山
野
草
に
興
味
の
あ
る
方
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
5
日
田

5
6
日
回
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
 

（初
心
者
）
参
加
者
募
集
 

m
(3
4)2
5
2
4
 大
宮
 

一
緒
に
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

毎
週
月
曜
日
 
1
0時

5
1
2時
 

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

※
参
加
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
 

ま
す
。
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。
 
 

虫
お
く
り
参
加
団
体
募
集
 

（社
）五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

凪
（3
5)4
0
4
9
 
F

A
×（3
5)4
0
4
4
 

今
年
も
地
域
の
活
性
化
と
伝
統
文

化
継
承
を
目
的
に

「
奥
津軽
虫
と
火

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
虫
お
く

り
に
参
加
さ
れ
る
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

◇
開
催
予
定
日
 
6
月
2
4日
回
 

◇
申
込
締
切
 

5
月
8
日
因
 

環
境
対
策
課
よ
り
お
詫
び
 

と

訂

正
 
内
線
2
3
3

・
2
3
4
 

広
報
3
月
1
5日
号
と
と
も
に毎
戸
配

布
さ
れ
た
「
家庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
 

ー
」
 
の
一
部
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
 

1
2月
3
1日
は
年
末
に
よ
り
ご
み
を
収集

で
き
な
い
た
め
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
1
2月
 

3
1日
が
収
集
日
と
な
っ
て
い
る
地
区
は
 

「
休
み」
 
に訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
1
2月
3
1日
の
休
み
に
と
も
な

い
、G
コ

ー
ス
は
「
燃や
せ
な
い
ごみ
」
 

が
4
週
間
排
出
で
き
な
く
な
る
た
め
、
 

1
月
8
日
の
「
燃や
せ
る
ご
み
」
の
日
を
 

「
燃や
せ
な
い
ご
み
」
 の
日
と
し
ま
す
。
 

お
詫
び
して
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
 

カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
入
し
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

(1
2月
3
1日
は
収集
し
な
い
。
G
コ
ー
 

ス
の
み
1
月
8
日
は
「燃
や
せ
な
い

ご
み
」
の
日
と
な
る
。
）
 

親
子
体
験
学
習
 

参
加
者
募
集
中
H
一
 

弘
前
大
学
金
木
農
場
 

m
(5
3)2
o2
9
 
F
A
×
（5
2)5
1
3
7
 

弘
前
大
学
の
教
員
、
学
生
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
楽
し
い
親
子

体
験
学
習
で
す
。
親
子
で
一
緒
に
野
生

生
物
（
昆虫
・
魚
な
ど
）
を観
察
し
た
り
、
 

米
づ
く
り
や
ワ
ラ
細
工
、
藍
染
め
な
ど

を
体
験
で
き
ま
す
。
最
終
日
に
は
収
穫

し
た
お
米
で
餅
つ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

●

学
習
日
（
土
曜
日
）
 
5
月
2
6日
、
 

6
月
3
0日
、
8
月
4
日
、
9
月
2
9日
、
 

1
0月
2
0日
の
延
べ
5
日
間
 

◇
費
用
（
延べ
5
日
間
）
 
大
人2
0
0
 

0
円
、
子
ど
も
1
8
0
0
円
 

◇
申
込
方
法
 
5
月
1
1日
岡
ま
で
に
電

話
ま
た
は
F
A
X
で
申
込
み
。
 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 

ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 4
月
2
8日
か
ら
朝
市
が
始
ま
り
新
鮮
な

懇
切
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
 

山
の
幸
、
海
の
幸
を
販
売
し
ま
す
。
朝
 

●

毎
週
火
・
木
曜
日
 9
時

ー
1
6時
 

市
の
会
に
入
会
し
、
出
店
し
ま
せ
ん
か
。
 

第
2
・
第
4
土
曜
日
 
9
時

5
1
6時
 

●
平
日
 
4
時

5
7
時
 

五
所
川
原
市
木
材
工
芸
セ
ン
タ

ー
 

土

・
日
 4
時
5
8
時
 

（相
内
岩
井
）
 

◇
出
店
料
 
区
画
の
広
さ
ご
と
に
設
定
。
 

◇
会
費
 
年
会
費
1
2
o
o
円
 

詳
し
く
は
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

月
会
費
4
0
0
円
／
日

（2
4
0
0
 
※
出
店
者
は
市
内
の
生
産
者
、
市
内
在
 

円
／
月
）
 

住
の
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
 

火災・致急出動概況 
五所」~瞭市 3月の火災、救急、救助出動件数（単位件） 

火 	災 救 	急 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成19年 0 4 163 424 2 4 

平成18年 7 12 158 514 2 9 
比 	較 △ 7 L8 5 △90 0 △ 5 

問合せノ五所川原地区消防事務組合消防本部 B35-  2019 （内線 28) 
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※まつり期間中・・・出店があります 
（婦人部による食堂、おでん、 

そば他手造りの梅漬けや味噌な
どを販売）。曲水の館が無料開

放されます。園内でバーベキュ 

ーなども楽しめます。 

こしょがわら梅まつり実行委員会 

（長橋地区住民協議会） 

TEL29-3 111ノコ ミユニティセン

ター長橋 平日のみ 方園 

UI 

Gs. U.GS 
	世鳳 

器
 

畔
 
■
一

・
 

懲
い

〕
H
難
召
ワ
ー
 

にゾ＝Y二、ーノ＝、にて、、J2、一ーへI＝、 

公民飼か5回ご棄『包プ 
中央公民館 TEL35-6056 

★みんなのギャラリー展 

「開米武彦短行詩色紙展」・・・視覚障害を

抱えながらも「詩」をこよなく愛し、 

励ましや感謝の気持ちを心で綴った作

品の数々。一人でも多くの障害者が「好

きな事」 を見つけ楽しい人生を送って

ほしいとのメッセージも伝える 「短行

詩色紙展！」 

◇期間 5月1日因- 15日因 

◇場所 2階ギャラリー 入場無料 

＊開館時間内であれば観覧自由です。 

★第10回子どもフェスティバル 

恒例のフェスティバルを今年も開催。 「子

どもの日」 を前に元気で健やかな子ども

の成長を願い、公民館駐車場いっぱいに

大空高く「こいのぼり」が泳ぎます。楽

しい「こいのぼり」作りやお茶のおもて

なしもあります。 

◇日時 4 月21日田 10時～ 参加無料

◇場所 駐車場、大ホール他 

ザ謁定亀命平成19年度 働く婦人の家講座（前期）案内 
働く婦人の家は、仕事と家庭との調和に役立つ知識や技能を身につけ、自分らしく心にゆとりと豊

かさをもっていただくための各種講座を開講しております。男女、年齢問わず積極的なご参加をお

待ちしております。 

講座名 内 	容 期・ 	間 実施時間 回数 募集人数 講師名 

長
 

期
 
講
 

座
 

パソコン基礎講座 
パソコンの立ち上げから簡単な文章
作成までを学習します。ノートパソ
コン持込（Windows98 -) 

1
72
43
17
1
4
 

 

5
5
5
6
6
  

日
日
日
日
日

木
木
木
木
木
 

月
月
月
月
月
  

13 : 00 ~ 16 】 00 に
v
 
 

15 
五所川原バソコン
スク・ー Jレ 

竹谷てっ子 

一
 

?hー
  

コ
 
ン
 
ワ
 

パ教
 
ソ

室
 

ワードを使い公文書作成から文字の 
アレンジの仕方を学習します。 
ノートパソコン持込（Windows98 ~ ) 

2
12
85
1
21
9
 

 

6
6
7
7
7
  

日
日
日
日
日

木
木
木
木
木
 

月
月
月
月
月
  

13 : 00 - 	16 】 00 に
J
  

15 
五所川原パソコン
スクール 

竹谷てっ子 

立侵武多ハネト踊り 
伝統芸能を楽しく学習し、ー緒に夏
祭りに参加しましよう。 

‘ー
、
  く
く
く
く
  

、
！ノ
、
ノ
、
‘ノ
、

？
 

日
“
日”
月
日？
月『
 
 

6
7
7
7
7
  

2
52
9
2
33
0
 

 

日
日
日
日
日

月
月
月
月
月
  

18 : 30 - 	20 : 30 に
。
  

20 山内 	政 

短
期
 

和菓子作り教室 自家製和菓子で、お客さんをもてな
してみませんか？ 6 月 29日（金） 9: 00 - 	12: 00 1

  
24 炉月菓子処 

三山 鐘徳 

講
座
 

和菓子作り教室 
お彼岸に手作り和菓子をお供えして
みませんか？ 9 月 14日（金） 9 : 00 - 	12 : 00 1

  
24 炉月菓子処 

三山 鐘徳 

◆日時、内容の変更もありますのでその都度広報でお知らせします。 

◆講座の内容によっては材料費を実費で頂きます。 

◆申し込み後の取り消しは、前日までにお願いします。材料費の必要な講座は 2日前までにご連絡ください。それ以降の取り消し、 
または連絡のない場合は実費（材料費）を頂くこととなります。 

◆駐車場のスペースが非常に狭いため、平日の日中の場合は市役所お祭り広場駐車場をご利用ください。なお、土曜日、 夜間は 

大変恐縮ですが乗り合わせ等工夫してお越しください。 

＠上記講座はすべてお申し込み頂くこととなっております。 

問い合わせ・申し込み先 働く婦人の家 TEL 35-8898 FAX 35-8953 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年 4 月 15日 8 



日 程 行 
	

事 日 程 

芦野公園 
※2 

12 : 00 
湖上ステージ

※1 

4日 

（金・祝） 

5日 
（木・祝） 

金木桜まつり花火大会 2日 

（水） 

30 日 

（月‘休） 

3 日 
（木・祝） 

四日 

（日・祝） 

12: 00 

湖上ステージ

※1 

金木桜まつり開会式 

かなぎブラスバンド 

スーパーコンサート 

琴名流大正琴 津軽名和会

芸能発表会 

新日本舞踊 松誉会・松の
会芸能発表会 

扇謡会・滝栄会芸能発表 

伊南喜仁 歌謡ショー 

行 
	

事 

津軽三味線全日本金木大会 

1日目ノ個人…小学生・中高生・ 

熟年の部、団体・・・小中高生の部 

ふるさと金木会 
スペシャルステージ 

津軽三味線全日本金木大会 
2日目ノ個人一般B級・A級、 
団体一般Bグループ・Aグループ 

三浦智恵子一行 関下恵子ショー 

iAB杯カラオケ選手権金木大会 

五所川原民謡協会発表会 

燃えろ！！熱血オヤジバン
ドバトル 2007 

金木公民館 

湖上ステージ 

)1 

金木公民館 

湖上ステージ

※1 

湖上ステージ

※1 

10: 00 

19 : 20 
登仙崎 

（荒天順延） 

  

9 :(x) 

9 :J 

10: 00 湖上ステージ

※1 
6日 

（日） 
13 : 00 

※ 1…雨天時は金木小学校体育館、※2・・‘雨天時は休養村センター この他たくさんの行事が開催されます。 

4 月 21日（土）'-'-5 月 6日（日）まで、津軽鉄道では「金木桜まつり臨時列車」を運行します。 

臨時列車の詳細は津軽鉄道本社 TEL 34-2148 

金木桜まつり実行委員会（金木商工会内） 容52 一 2611 

自分て野菜を作っ弓みま妙 
フ 4h 太I 、祈匡合豊固参加者募集～ 

ふれあい体験農園では、ナス、きゆうり、トマト、 

ピーマンなどの野菜や、草花など自由に栽培でき 

ます。豊かな自然があなたを待っています。 

◇場所 

①市内金木町のオートキャンプ場入口（47区画） 

30n … 16区画、60rr"22区画、85rn・・・ 9区画 

②運動公園多目的広場内（27区画） 

30が・・・14区画、60n・・・ 13区画 

◇対象 市内に住所を有する方 

9 平成 19年4月 15日 五所川原市役所 B35一 2111 

耐合騒一‘凡金木総合支所農林届系へ 
“」呪 vUrn 刈で。”‘ 1 一‘器ニブで竺Iザ呈'Jご乏に 
1『’、にるさ 	‘も，‘ 	TEL53-2111 Fi線2O7 

と一二二、プ 	市役所農林水産課農務係 

ー一 	 TEL35-21 11 内線356 

◇使用料 30市区画…1, 500円 

60n 区画・ー・3,000円 

85nc区画・・・4,300円 

◇裁培作物 野菜または草花 

(11月までに栽培が終了するもの） 

◇申込方法 市役所農政課または金木総合支所農 

林水産係窓口まで。もしくはホームページから 

ダウンロードをして申し込みください。 

http : //www.goshogawara.net.pref.aoinorj Jpク 

か 



農
村
よ
り
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去
り
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広
き
地
に

一
人
暮
し
の
次
っ
ぎ
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ゆ
る
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NHK おかあさんといっしょ宅配便 

『く軸ヂ⑨コランタン小自暖り 
5月27日（日） オルテンシア 小ホール 

[1回目公演〕 開場10 】 30 開演11:00 
[2回目公演〕 開場13 : 00 開演13 : 30 
出演】スプー、アネム、ズズ、ジャコビ ほか 

NHK青森放送局では、教育テレビ「おかあさん

といっしょ」 でおなじみのスプーといたずら 3人組

が登場するミニステージ「ぐ～チョコランタン小劇場」 

を五所川原市で実施します。入場をご希望の方は次

の要領でお申し込みください。 

入場無料】入場整理券（事前申込み）が必要です。 

観覧希望：郵便はがきに ①郵便番号②住所③電話

番号 ④希望人数（4人以内）⑤参加希望全員のお名

前 ⑥希望の回（1回目か2回目のどちらか）を明記の 

， うえ、お申し込みください。応募多数の場合は抽

選のうえ、座席指定券をお送りいたします。 

〈あて先〉〒030-8633 （住所不要）NHK青森放送局 

「ぐ～チョコランタン小劇場 1回目または2回目」係 

5月9日（水）必着 

※申込み後の人数変更はできません。 

※座席指定券は1歳以上のお子様から必要です。 

※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連

絡に使用いたします。なお、NHKでは、受信料

のお願いに使用させていただくことがあります。 

五所川原市商工観光課 TEL35-21 11 内線382 
NHK青森放送局 TELO17-774-5188 

7LUIJ 庭宏平＃切二駐車場の 

土木課内線303・307 

4月1日より 「五所川原市上平井町駐車場」での 

一般駐車の利用、および定期駐車の利用が可能とな 

りました。 

〇駐車することができる時間 0時～24時 

〇駐車することができる自動車・駐車可能台数 

普通自動車、小型自動車、軽自動車 

ー般車用85台、身障者用5台、合計90台 

〇駐車料金 

区 	 分 使用料 

駐車料金 
最初の駐車1時間まで 200円 

最初の駐車1時間以後 30 分ごとに 100円 

定期駐車券 
（手続き必要） 

1カ月にっき 10.000円 

再発行手数料 500 円 

〇駐車場の場所 五所川原市字上平井町 

(NTT東日本五所川原ビルとなり） 

※定期駐車の利用、その他についてのお問い合わせは、 

土木課までお願いします。 

彩 智乞）的で 智乞）的で 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年 4月 15日 10 



   

成 19年度 市民総合健診日程表 
申込みのあった方を対象として、下記の日程で実施します。 

《＊印】男性の日、⑨印】女性の日、〇印】男女の日》※申し込み者数によって、受診指定日が変わることがあります。 

月 	日 曜日 住 所 別 対 象 地 域 実 施 場 所 

* 5月 7 日 （月） 相内、桂川、磯松 保健センター市浦 

* 5月 8 日 （火） 十三、太田、脇元 保健センター市浦 

⑨ 5月 9 日 （水） 相内、桂川、磯松 保健センター市浦 

⑥ 5月 10 日 （木） 十三、太田、脇元 保健センター市浦 

〇 5月 11日 （金） 金木町喜良市 喜良市コミュニテイ消防センター 

⑥ 6月 5 日 （火） 金木町嘉瀬、金木町中柏木 嘉瀬コミュニテイ消防センタ一 

〇 6月 6 日 （水） 梅田、中泉 コミュニテイセンター梅沢 

* 6月 29日 （金） 
金木町朝日山、金木町玉水、金木町菅原、金木町沢部、金木町蒔田、 
金木町神原、金木町芦野 保健センター金木 

⑨ 6月 30 日 （土） 
烏森、弥生町、芭蕉、鎌谷町、末広町、八重菊、新宮、不魚住、蓮沼、 
新町、栄町、下り枝、新宮町 市民体育館 

⑨ 7月 6 日 （金） みどり町1丁目～6丁目 コミュニテイセンター栄 

⑨ 7月 7 日 （土） 
金木町朝日山、金木町玉水、金木町菅原、金木町沢部、金木町蒔田、 
金木町神原、金木町芦野 金木公民館 

* 7月 17日 （火） 七ッ館、浅井、みどり町1丁目～8丁目 コミュニテイセンター栄 

* 7月 18 日 （水） 湊、稲実、姥落、広田 コミュニテイセンター栄 

〇 7月 19日 （木） 高野、俵元、持子沢 コミュニテイセンター七和 

〇 7月 20 日 （金） 原子、羽野木沢、前田野目 コミュニテイセンター七和 

〇 8月 1日 （水） 飯詰、下岩崎、戸沢 コミュニテイセンター飯詰 

@8月 2・日 （木） 七ッ館、姥落、浅井、みどり町7丁目～8丁目 コミュニテイセンター栄 

* 8月 3 日 （金） 金木町嘉瀬、金木町中柏木 嘉瀬コミュニテイ消防センタ一 

* 8月 16 日 （木） 
旭町、大町、雛田、幾世森、敷島町、下り枝、 
若葉1丁目～ 3丁目 生き活きセンター 

* 8月 17日 （金） 烏森、八重菊、小曲、幾島町、錦町、川端町、柳町 市民体育館 

〇 8月 20 日 （月） 豊成、福山、松野木、神山、野里 コミュニテイセンター長橋 

* 8月 21日 （火） 松島町1丁目～ 8丁目、一ッ谷、鎌谷町 松島会館 

〇 8月 22 日 （水） 高瀬、鶴ケ岡 コミュニテイセンター三好 

〇 9月 6 日 （木） 毘沙門、長富、桜田、沖飯詰 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

〇 9月 7 日 （金） 種井、長橋広野、長橋藤島、川山 コミュニテイセンター中川 

〇 9月 27日 （木） 
金木町川倉、金木町藤枝、※市浦・金木地区で指定日に受けられ
なかった方の予備日 川倉ふれあいセンター 

〇 9月 28日 （金） 藻川 藻川消防センター 

010月 15日 （月） 湊、広田 コミュニテイセンター栄 

010月 16日 （火） 
柳町、岩木町、柏原町、田町、幾島町、川端町、旭町、寺町、本町、 
長橋橋元 市民体育館 

010月 17日 （水） 水野尾、唐笠柳、米田 コミュニテイセンター松島 

010月 18 日 （木） 一野坪、金山 コミュニテイセンター松島 

010月 19日 （金） 石岡、太刀打 コミュニテイセンター松島 

*10月 24日 （水） 
田町、不魚住、蓮沼、元町、新町、栄町、弥生町、東町、布屋町、 
本町 

市民体育館 

010月 25日 （木） 大町、元町、錦町、上平井町、中平井町、敷島町 市民体育館 

010月 26日 （金） 松島町1丁目～ 8丁目 松島会館 

010月 29日 （月） 漆川、吹畑 松島会館 

010月 30 日 （火） 下平井町、田ill、小曲、幾世森 生き活きセンター 

010月 31日 （水） 一ッ谷、稲実 松島会館 

011月 1日 （木） 若葉1丁目～ 3丁目、蘇鉄、東町、布屋町、雛田 生き活きセンター 

011月 2 日 （金） 
（午前）岩木町、寺町、新宮、新宮町、上平井町、中平井町、下平井町、 

蘇鉄、柏原町、末広町、田川、芭蕉、長橋橋元の男性 
（午後）子宮がん・乳がん検診のみの女性 

生き活きセンター 

〇 11月 5日 （月） 指定日に受けられなかった方の予備日 生き活きセンタ一 

お問合せ先。連絡先 健康推進課 電話35-2111（内線 223 。 224 。 225) 

11 平成 19年 4月 15日 五所川原市役所 a35- 2111 



曾包？ 

小麦粉 	240g 
水 	 適 量 
鶏肉 	200g 
人参 	40 g 
ごぼう 	40 g 
大根 	200 g 

水
鶏
人
ご

大
 

肉
参
影
 

fi 翻fま JL 拠 
健 康 推 進 課 容35-2111 （内線223・224・225) 
保健センター市浦 B27-7733 

乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 容…小児科診察、歯科診察（1歳 6か月）、 

身体計測、発達相談、離乳食のお話 
(4か月児）等 

◆受付時間 112:00~12 】 30 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

月
 
児
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診
 

に
J
 

日
 

月
く
 

1
k
)
 

 

生き活きセンター 
（市内蔑世森オルテンシア後ろ） 

平成 18年 12 月生まれ
全地区 

1歳6か月児
健診 

日
  2

2k
)
 

 

月
く
 

生き活きセンター 
（市内畿世喜オルテンシI後ろ） 

平成 17年 11月生まれ
全地区 

＊「 1幼児健康診査会場」が、5月から生き活きセンター 
に変わります。 

一 ＊3歳児健診については、対象年齢の調整のため、 6 
． 月から実施します。なお、事前にアンケー卜記人等 

がありますので、 3歳児健診の対象者には個別に通 
知いたします。 

〈お願い〉健診に来られない場合や病院で健診を受けた場合、 
すでに健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば、相静ミ
に応じます。 

（ 工ンゼル相談（母子相談） ) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽

しさや悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、 
いずれの会場のご利用も可能ですので、お気軽におい
でください。 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

日 	 時 実施場所 内 	容 

3 月 2 日水・16 日咽 
10 : 00 - 12 : 00 
13 】 00 - 	15 : 00 

1616日午後は予約が必要です 
※子育てサロン同時開催 

生き活きセンター ・各月齢での成長（身 

体計測）、発達の確 

認、育児、遊び、栄 

・養（離乳食）の相談

子育て等に関する勉

強会、情報交換 

5月 24 日困 

10: 00 - 	12: 00 
保健センター 

金木 

5月 23日困 

10: 00 - 	12: 00 
保健センター 

市浦 

＊「エンゼル相談」ごしょがわら会場が、5月から生き
活きセンターに変わります。 

★お知らせ★地域の子育て情報を満載した「子育てバ
リアフリーマップ」を作成しました。平成 19年度
に出生したお子様や転入された方、希望される方に
差し上げます。健康推進課、金木総合支所、保健セ
ンター市浦窓口に準備しています。 

五所川原市食生活改善推進員会 

~～日本各地の郷土料理1~ 

1人分 281 kcal 塩分 1.4 g 

■材料（4人分） 
しめじ 	80g 
長ねぎ 	80g 
だし汁 	4カップ 
薄口しょうゆ・・・小さじ 1 
塩 	・小さじ 2/3 
みりん・酒・‘・各大さじ 1/2 

■作り方 
①小麦粉と水をボウルに入れ、手に粉がつかなくなるまで
よくこね、玉状の生地にする（耳たぶくらいの柔らかさ
に）。ラップか濡れ布巾をかけて2-3時間寝かせる。 

②鶏肉を食べやすい大きさに切る。大根は 3 cmの短冊切り、 

人参、ごぼうはささがき、長ねぎは斜め切りにする。 
③鍋にだし汁、野菜、鶏肉を入れ、尖にかける。 
④（j）の生地をもうー度こね返して形を整え、手を濡らして 
’つまみ取り、薄く引きのばしながら沸騰した鍋に入れる 
（この時に、手にサラダ油をつけるとのばしやすい）。煮
えると浮いてくる。薄ロしょうゆ、塩、みりん、酒で味 

×
を調える。 	 ノ 

保健センター金木の開館TIについて 
4月から保健センター金木は、職員が常駐しませんが 

毎月第 2金曜日、第 4木曜日、各 10時～ 12 時に保健師
が健康相談を実施します。その他は健康推進課で対応し
ております。 

救急医療当番医 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

4月22日 ［日
 

櫛引クリ二ック 鎌谷町 516-10 33-1155 

4月29日 日 江渡内科医院 旭町7 34 - 3000 

4月30日 日
？
 

こどもクリ二ックおとも 刊枝脹内助 2 39-2151 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から 17 時まで 

2．その他、消防署（救急病院紹介合34-4999) でも紹介します。 

平成 18 年度、地域の子ども達の命と健康を守るため活動してきた五所川原市地域見守り隊は、今年度の活動を無事大

きな成果を持って終えることができました。 

団 	体 	名 主 	な 	活 	動 	、 	成 	果 

す て っ ぷ地域見守 り 隊 旧五所川原地区公園の遊具の安全チエックを重点に行いました。公園管理課と連携をとって活躍していきます。 

長橋地区子ども安全見守り隊連絡会 長橋地区 15団体と密接な連絡をとり、見回りから危険箇所の把握まで、幅広い活動を展開しましたこ今後もますます幅広く活動していきます。 

五所川原小学校PTA地域見守り隊 五小学区の危険箇所の点検ゃ、登ド校時の見回りなどに力を入れて活動しました。 

金 	木 	小 	学 	校 金木小学区の安全マップの作成や、構内の事故外傷の分析を行いました。 

市 浦 地 区 連 合 P T A 市浦地区の登ド校時の見守りや、街頭設蹴状況の把握を実施しました。 

各見守り隊とも、短期間であるにもかかわらず積極的に活動していただきました。平成 19年度も市民の皆様のご支援
とご協力を得ながら見守り隊活動をがんばって行きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

言琴琴古紙配合率 100％ 	 五所川原市役所 公35一 2111 平成 19年 4月 15日 12 
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